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令和５年第２回ふじみ野市国民健康保険運営協議会会議次第 

                    

日 時 令和５年８月３日（木） 

                         午後１時３０分から 

                     場 所 ふじみ野市役所第３庁舎 

                         ２階Ｃ２０１及びＣ２０２

会議室 

１ 開会 

 

２ 会長あいさつ 

 

３ 議題 

 (1) 報告事項 

 ふじみ野市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分につ

いて 

   事務局より概要説明 

＜委員からの意見、質問等＞ 

特になし 

 

 令和５年度ふじみ野市国民健康保険特別会計予算について 

   事務局より概要説明 

＜委員からの意見、質問等＞ 

質問：歳出総務費人件費 970 万ほどの増額内容は？ 

    回答：人数変更はなく、給与費が高い人が多かったことが増額の要因と

考える。 

    質問：税率改定について、今後大幅な改定は見込んでいるのか 

    回答：令和９年度準統一までは現在の税率を維持できると見込んでいる。 

    質問：課税限度額の引き上げは？ 

    回答：国の基準に合わせる方向で考えている。 

    質問：延滞金が減額したことについて。歳入が減額してしまったが。 

    回答：納期限を守らない者へのペナルティなのであてにしてよい収入で

はないと考える。今後も期限内納付をお願いするもの。また、現年

の収納率が非常に向上していることにより、今まで獲得できかった

交付金が獲得できている。それが正しい姿だと考える。 

    質問：税率の改定をうけ、令和９年度の準統一までは維持していく、と

いうことは令和９年度については引き上げの改定を行わなければい

けないのか。 



    回答：本市の令和５年度の標準保険税率は全体で均等割 75,948 円、所

得割 12.17％となっており、現行税率は 56,300 円、11.88％となっ

ている。令和５年度の税率改定については令和４年度の標準保険税

率との中間を軸として改定の算出を行ったことから、同じくらいの

上げ幅になる可能性がある。 

 

 令和４年度ふじみ野市国民健康保険特別会計決算について 

 事務局より概要説明 

＜委員からの意見、質問等＞ 

質問：被保険者の減少が随所に現れていたが、人口構成上によるものな

のか。 

回答：後期高齢者医療制度へ移行される被保険者が一定程度いる。２０

２５年問題とも呼ばれているが、団塊の世代が後期高齢者へ移行の

傾向が数年間続くことが考えられるため、しばらくは影響が強く出

る。 

質問：中期的にどの程度減り続けるのか。 

回答：令和６～７年まではこの状況、それ以降はペースダウンする見込

みではあるが、被保険者数が減少しているため、人口構成的にこの

傾向はしばらく続くと見込んでいる。 

質問：保健事業はかなりいろいろな事業を展開しているが、メールなど

の回答の手法もとり入れているか？ 

回答：保健指導は ZOOM の対応もできるよう環境は整っているが実績に

ついては対面、電話が多い状況となっている。健康意識が低い方に

ついて、どのように意識を高めていくか、健診へ結びつけるか課題。 

質問：決算特定健診の受診率は上昇傾向にある。過去ふじみ野市は高い

順位だったが、現在は。 

回答：市部門２位 44.5％となっている。 

 

 (2) その他 

   １.産前産後期間の保険税減免の創設について説明。 

   ２.次回開催は令和６年２月を予定 

   ３.特定健診実施計画策定中、次回、ご意見をお願いします。 

 

４ 閉会 

 

 

 


